


Han Sanha

出身地：ソウル、韓国

出身校︰韓国芸術総合学校

私は誰なのか⸺人生で、多くの人が悩むことではないだろうか。単なる自己探究というよ

りも、自分がどこから来たのか、誰の影響を受けて形成されてきた人間なのか⸺彼女は考

える。

「お前は失郷民3世代だ」

ある日父に言われた言葉は、彼女の私は誰なのか？という問いに対して突如与えられた一つ

の答えだった。　

日本の植民地支配から開放された8.15光復以降、朝鮮半島は南と北に分断され、冷戦構造の

中で南北が衝突し、多くの民間人が犠牲となった。

「失郷民3世代」とは、朝鮮戦争で故郷を離れて南へ避難した人々と、その子・孫の世代を

指す。戦争によって南へ逃れた人々は、戦後も国境が閉ざされたため故郷に戻れなかった。

彼らの子ども・孫の世代は、戦争の直接体験は無いが、北へのルーツを受け継ぎ、「失われ

た故郷」を記憶として引き継ぐこととなる。

とはいえ、いきなり失郷民3世代と言われても、故郷であるはずの北に対して敵意を持つよ

う教育された父を持ち、敵ではなく対話相手として理解をすすめるよう教育された彼女は、

どのような立場で考えていくべきか解らなかった。

祖父が生前に他界し、祖母とは疎遠であった彼女にとって、“北”は近づき難い印象であった

が、父の一代記から、遠く感じていた北とのつながりを少しずつ理解していくうちに、彼女

は自分の家族についてもっと知りたいと感じた。

創作活動を通じて、彼女は自分のルーツに近づいていく気がしていた。曖昧で、はっきりし

ない自分を定義できなくても、それでも近づいていく。その感覚が彼女を創作へと向かわせ

ている。

非定型紙と日本画の不可逆性は「変えられない出自」を象徴している。

個人史に留まらず、韓国戦争と分断以後の社会的・歴史的視線がアイデンティティにどう介

入するかを探り、彼女は一貫して「私を取り巻く関係」を描き続けていく。



Cho Yunjoo�

出身地 : 韓国�
在籍校 : 韓国芸術総合学校/美術学部�

쏇쎰쏵썾쎆日常的쎁風景쎩美썮썦捉썟쎢썪썿쎩大切쎂썮쎁썣쎠、映像作品쎩制作썮썽썤썶。
쏩쏯썗쏂쏍쎹쏝쏑쎴쎛広告쎁쎀、主쎂쏑쏂쏉쏵映像쎩中心쎂取쎡組쎗一方썾、今回쎅留学쎩썤썺
썢써쎂「手썾描썦」쎬쏔쏷쎺表現쎏썿関心쎩広썩썽썛쎢。自分쎅目線썢쎠見썟쎢”日常쎅新鮮썬”
쎩記録썮、썴쎣쎩新썶쎁쎮쏫썗쏂쎏썿再構成썰쎢썪썿썣、現在쎅彼女쎅制作쎅中心쎂썙쎢。�

彼女썣最쎙大切쎂썮썽썛쎢쎅쎆「生活쎅風景쎩、썾썤쎢썷써美썮썦捉썟쎢썪썿」썾썙쎢。�
쏇쎰쏵쎅古썛集合住宅쎛長年残썺썽썤썶公園쎁쎀、何気쎁썛風景썣映像쎅中썾美썮썦現쎣쎢瞬間
쎂惹썢쎣、日常쎅中쎂潜쎗美썮썬쎩썰썦썛上썩썽썤썶。�
今回쎅展示썾쎆、現在暮쎠썮썽썛쎢町・岩倉쎅風景쎩題材썿썮썽썛쎢。�
留学初期쎂参加썮썶構想設計専攻쎅基礎授業「自分썷써쎅散歩쏵썗쏒쎩作쎢」썾쎆、自쎠쎅行動
範囲쎩地図썿写真썾記録썮、썴쎅場所쎅景色쎩重쎄合쎦썲쎢作品쎩構想썮썶。썴쎅発表썣評価썬
쎣、実際쎂쎹쏳쏃쎅散歩쏵썗쏒썿썮썽採用썬쎣썶経験썣、今回쎅制作쎏썿繋썣썺썽썛쎢。彼女
쎂、自転車썾風景쎩楽썮쎗余裕썣生쎕쎣썽썤썶썿썛썝。썴쎅쎟썝쎁「記憶쎂滲쎖込쎖썻썻썙쎢日
常쎅景色」쎩、紙쎅上썾再構成썮쎟썝썿썮썽썛쎢。�
記憶쎅中쎅風景쎆、細部썣曖昧쎂溶써썽썛썤、大썤쎁쎮쏫썗쏂썷써썣残쎢。彼女쎆썴쎪쎁”記憶쎅
쎓쎪쎛쎡썿썮썶質感”쎩可視化썰쎢썪썿쎩目指썮썽썛쎢。�

展示作品썾쎆、岩倉쎅風景쎩写真썿썮썽撮影썮、썴쎅断片쎩色鉛筆썿쏛쏃쏐쏵썾쏒쏶썗쏁쏽쎺�
쏤썗쏛썗쎂描썛썽썛쎢。複数쎅半透明쎅紙쎩重쎄쎢썪썿썾、霞썣썢썺썶쎟썝쎁質感썿、記憶쎅曖
昧썬쎩象徴썰쎢重層的쎁쎮쏫썗쏂쎩作쎡出썮썽썛쎢。�
技法썿썮썽쎆�
・写真쎩起点썿썮썶風景쎅再構成�
・쏒쏶썗쏁쏽쎺쏤썗쏛썗쎅重쎄合쎦썲쎂쎟쎢쏶쎮쏮썗構造�
・色鉛筆・쏛쏃쏐쏵쎂쎟쎢柔쎠썢쎁質感쎅描写�
썣用썛쎠쎣썽썛쎢。�
썪쎣쎠쎆、썪쎣쎕썾쏑쏂쏉쏵映像쎩中心쎂制作썮썽썤썶彼女쎂썿썺썽新썮썛試쎖썾썙쎡、手作業썾�
쎅쎖生쎕쎣쎢偶然性쎛、紙썿썛썝”実物썣手쎂残쎢”感覚쎩重視썮썶쎬쏔쏷쎺的쎁쏡쏷쏅쏃썣特徴�
的썾썙쎢。�
日本쎅風景썣持썻新鮮썬썿、自身쎅記憶쎅中썾揺쎠썧쎮쏫썗쏂。썴쎅双方쎩重쎄合쎦썲쎢썪썿�
썾、彼女쎆日常風景쎅新썶쎁美썮썬쎩可視化썮쎟썝썿썮썽썛쎢。�



Joseph de Lapaillone�

出身地:쏟쏳쏽쏃 �
在籍校: 国立高等装飾美術学校 �

本作家쎅作品쎆、〈漫画쎅쎽썗쏓쎅探求썿再構築〉썿〈쏓쏷썗쎮쏽쎺쎂썡써쎢쎽썗
쏓쎅転用썿拡張〉썿썛썝、二썻쎅補完的쎁軸쎂쎟썺썽展開썬쎣썽썛쎢。�

前者썾쎆、쏃쏉쎮쏵化썬쎣썶人物描写쎛쏃쏞썗쏓感썙쎌쎣쎢線、쏟쎳썗쏨쏍쏒内썾
쎅時間的分割썿썛썺썶漫画特有쎅「쎽썗쏓」쎩用썛、物語쎅構造쎩読쎖解썤、再構
築썮썽썛쎢。 �

後者썾쎆、썪쎣쎠쎅쎽썗쏓쎩쏓쏷썗쎮쏽쎺쎏썿転用썮、쎟쎡学術的쎁쎬쏡쏷썗쏋
쎛、美術史쎏쎅直接的쎁参照썿交差썬썲쎁썣쎠、表現쎅可能性쎩広썩썽썛쎢。 �

作家쎆쎕썶、썪썝썮썶大衆的썾日常쎂浸透썮썶視覚様式썣今後쎀쎅쎟썝쎂存在썮続
써쎢쎅썢쎩問썛썢써쎁썣쎠、美的・時間的・造形的쎁複数쎅層썾対比쎩生쎖出썰썪
썿쎩試쎖썽썛쎢。 �

近年쎆、쏃쏐쏍쎵썗쎛쏃쏐쏽쏁쏵、定規、粘着쏐썗쏡쎁쎀쎅収集썮썶쎺쏳쏟쎭쏍쎹
要素쎩積極的쎂取쎡入쎣、쏓쏷썗쎮쏽쎺쎩「参照쎅쎽쏳썗쏂쏯」썢쎠「形쎅쎽쏳썗
쏂쏯」쎏썿発展썬썲썽썛쎢。 �

썬쎠쎂、制作썾쎆事前쎅厳密쎁計画쎆立썽썱、制作過程썾生쎕쎣쎢問썛쎛、道具쎂
応썯썽変化썰쎢身体쎅動썤쎂쎟쎢「쏂쎱쏃쏋쏭썗쎅瞬間性」쎩重視썮썽썡쎡、썪쎣
쎠썣線쎅쏴쏄쏪쎛作品全体쎅多層的쎁表情썿썮썽現쎣썽썛쎢。 �

今回쎅展示썾쎆、썪썝썮썶探求쎅쏡쏷쏅쏃쎩쎟쎡直接的쎂示썰썶쎘、多数쎅쏓쏷썗
쎮쏽쎺作品쎩中心쎂構成썮썽썛쎢。 �



Kajetan Śliwocki�

出身:쏧썗쏳쏽쏓�
在籍校:쏨쎺쏊쏶쏔・쎬쏚쎵쏘쏾쎭쏋芸術大学�

　大学썾쎆、쏝쏑쎴쏛쏟쎳썗쏨쏽쏃쎛쎮쏽쏃쏉쏶썗쏁쏱쏽、絵画쎁쎀多岐쎂쎦썶쎢作品表
現쎩行썺썽썤썶。京都市立芸術大学썾쎆、版画専攻썾木版画썿銅版画쎩学쎪썾썛쎢。自分
쎅生쎕쎣썶国썢쎠地理的쎂쎙文化的쎙距離썣썙쎢場所쎂行썤썶썛썿썛썝気持썸썢쎠、日本
쎂留学쎩決쎘썶。�
　絵쎩描썛썽썛쎢썿썤、後쎤쎂下썣썺썽全体쎩確認썰쎢쎟썝쎂、離쎣썶場所썢쎠自分自身
쎩俯瞰썰쎢썿썛썝썪썿쎩創作活動쎅1썻썿썮썽썛쎢。彼쎆썪쎣쎩「離쎣썽見쎢」썿呼쎍。�

　抽象的쎁쏓쏷썗쎮쏽쎺썢쎠作쎠쎣썶쎲쏍쏋쏽쎺썿木版画쎅2作品쎆、썴쎣썵쎣家族썣暮
쎠썮썶家썿、京都썾出会썺썶喫茶店썣描썢쎣썽썛쎢。目쎩閉썯쎢썪썿썾思썛起썪썬쎣쎢記
憶쎩描썤留쎘쎢。物理的쎂쎆離쎣썽썛썽쎙、目쎩閉썯쎢썪썿썾썴썪쎏行썦썪썿썣썾썤쎢쎅
썷。�
　쏚썗쏓쏙쎰쏃쎩描썛썶쎲쏍쏋쏽쎺作品쎆、쎟썦見쎢썿表面쎂쏜쏝썣入썺썽썛쎢。木材쎩
保存썰쎢技術썾썙쎡쎁썣쎠、木材쎩燃쎛썰썿썛썝焼杉쎂興味쎩持썸、焼杉쎅質感쎩再現썮
쎟썝썿썮썶。�
　人쎅顔썣쏃쏉쏽쏡썬쎣썶木版画作品쎆、同썯仏像쎅絵쎩썛썦썻쎙刷썺썶摺佛(썰쎡쎓썿
써)쎂쎮쏽쏃쏛쎮쎬썬쎣썶作品썷。썪쎅顔쎆作者自身쎅顔썾、彼썣持썻썙쎢幻想쎩쎙썿쎂
制作썬쎣썶。「私쎅心쎂쎆幻想썣썙쎢。쎕쎢썾毎日違썝人物쎅쎟썝쎂自分쎂쎆無数쎅姿썣
썙쎢썿썛썝幻想。썮썢썮썴쎣쎆結局幻想쎂過썥썱、本質的쎂私쎆썶썷一人쎅人間쎁쎅썷」
썿作者쎆語쎢。�
　쎶쏳쏃쏠쏷쏍쎹쎅表裏쎂쎆、作者썿恋人쎅顔写真썣見썻쎘合썝쎟썝쎂쏃쎹쏴썗쏽印刷썾
転写썬쎣썽썛쎢。彼쎠쎅物理的쎁距離썿時差쎩、歪쎪썷쎶쏳쏃쏠쏷쏍쎹쎩通썮썽表現썮
썶。　�

彼쎆、青年時代쎂読쎪썷Olga Tokarczuk (쎴쏵쎶・쏒쎵쏵쏋쏯쎹)쎅小説『Podróż ludzi 
Księgi』썣自分쎅根幹쎂影響쎩与썟썶썿語썺썽썦쎣썶。썪쎣쎆旅쎂썻썛썽쎅小説썾썙쎡、
彼쎂썿썺썽쎙「旅」썣大切쎁쎙쎅쎂쎁썺썽썛쎢쎅썷썿썛썝。�



呉　岳芃/Wu Yuepeng 

出身地：中国山東省煙台市 

在籍校：中央美術学院芸術学専攻（中国） 

ー作品のコンセプト 

彼女は通っている学校で見た蕉葉文が描かれた青銅器の写真を見た事がきっかけで青銅器や

陶磁器などの器物の表面にある蕉葉文やこの形に似ている文様について研究するようになっ

た。 

　先秦時代の青銅器の蕉葉文は抽象的に見えるが、宋元時代から蕉葉文が再び流行っており、

本当の蕉葉文に見えるようになっている。それは植物の文様なのだろうか、あるいは幾何的な文

様なのだろうか。また、秦漢時代から魏晋隋唐にかけて、蓮の文様が流行っているが、輪郭線を

見ると蕉葉文と同じような三角形が見える。 

こういった発見や疑問を基に彼女は研究を現在行なっている。 

また彼女は自身の住む中国の陶磁器以外に、世界の陶磁器の文様についても研究を進めてい

る。 

　蕉葉文に類似している文様は中国のものだけではなく、世界の器物にでもあるのだ。 

例えば、古代ギリシアの陶器に現実の植物に似ている文様もある。蕉葉文に似ているつなぎ文

様もある。これらの文様は当時から分類されていたのだろうか。発見した未来の人々が研究とし

て分類されただけであって、実は全て同じ植物をモデルにしているかもしれない。そのような可能

性を感じながら彼女は研究を進めている。 

今回彼女は、美術館や博物館に展示する方法を利用して、自然の中にある小さい博物館のよう

な物を作り、展示を作成した。 

器物の表面にある文様は、器物を通してその表面にある文様を見る事ができる。 

今回はそれを逆にして、葉っぱの中から青銅器や陶磁器、金銀器などの器物を覗きみることが

できるようにしている。 

つまり文様の基となった植物の自然の文様から装飾として施された文様を見る、という自然側か

ら研究を鑑賞するようになっているのだ。 
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